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◆ビジョン策定にあたって 

東京都立大学（旧：首都大学東京）は、開学からこれまでの間、東京都が設置する唯一

の総合大学として、教育・研究・社会貢献の各分野において積極的な取組を推進し、着実

な発展を遂げてきました。 

 一方、この間、人口減少・少子高齢化の進行や AI をはじめとする技術革新の高度化等、

様々な側面で過去に例を見ないスピードでの変化が起きており、大学を取り巻く環境は不

透明さを増しています。 

 こうした中、本学は、2017 年３月に策定した「東京都公立大学法人（旧：公立大学法人

首都大学東京）第三期中期計画1」に掲げた目標の達成に向けた取組を行っています。し

かし、これらの取組は、いずれも６年先までの目標・計画であるため、中期のその先を見

据えた本学の将来展望を描くことが非常に重要であると考えています。また、東京都が設

置する大学として、他の国公立大学や私立大学にはない魅力を高めていく必要があります。 

 そこで、学部・大学院の再編等により、本学が新たなステージを迎えた今、これまでの

成果に立脚して、さらなる発展を目指していくために、概ね 10 年後となる 2030 年におけ

る本学の将来像を「TMU Vision 2030」として示すこととしました。 

 このビジョンは、文系から理系まで、さらには、基礎的学問分野から応用最先端科学分

野までを覆う中規模総合大学としての本学の魅力や強み、特性を踏まえ、教職員や学生の

皆さんから幅広く意見やアイデアをいただきながら、2030 年における本学のあるべき姿

について議論を行い、策定したものです。策定にあたっては、実現可能性よりも、「将来

こうあるべき」という理想や「将来こうありたい」という夢を大切にしました。 

 今後は、このビジョンに掲げた将来像を全教職員と学生が共有し、一丸となって取組を

進めることで、ビジョンの実現に向けた歩みを着実に進めてまいります。 

 

 

2020 年４月 

                 東京都立大学（旧：首都大学東京） 学長 上野 淳 

  

                                                   
1 設立団体の長（東京都知事）が策定した、６年間で公立大学法人が達成すべき業務運営に関する中期目標を達成す

るための計画 
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◆ TMU Vision 2030～学問の力で、東京から世界の未来を拓く～ 

 

 

 

 

◆ 大学のあるべき将来像を描いたトップビジョン 

 

 

 

 

 

 

  

東京都立大学（旧：首都大学東京）は、東京都が設置する唯一の総合大学として、

本学の特長を活かした教育を実施することにより、社会の変容に応じて活躍できる

人材を輩出するとともに、多彩な基礎研究や応用研究、大都市課題研究を推進するこ

とで、東京都の発展に貢献し、ひいては世界の未来を拓いていきます。 

１ 高度な研究力と質の高い教育の好循環 

  卓越した研究者でもある教員が、高度な研究力に裏付けられた質の高い教育を

提供し、高い資質・能力を有する学生と共に議論を深めることで研究力をさらに向

上させる「高度な研究力と質の高い教育の好循環」を一層加速させます。 

２ 学び続ける力を有し、協働して新たな価値を創造できる人材の育成 

幅広い学問分野を有し、真面目な学生が集う本学の特色を活かし、学生と教員の

密度の高い対話、異なる価値観を有する学生同士の切磋琢磨を通して、興味・関心

の幅を広げ、深く考え抜く力を高めることで、主体性を持って課題を設定し、協働

して新たな価値を創造できる人材を育成します。 

３ 多様な人々が集い、学び合う、開かれたキャンパス 

国籍、文化、性別、年代、障がいの有無等を超えて多様な人々が集い、学び合い、

相互に尊重し合うキャンパスを実現するとともに、生涯を通した学びに資するた

め、広く地域や都民に学習や交流の場を提供します。 
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◆ トップビジョンを具現化するための分野別ビジョンと戦略 

＜教育＞ 

高度かつ多彩な教育プログラムにより「本物の考える力」を育成する大学 

戦略１ 「本物の考える力」を育成するための高度かつきめ細かい教育の推進 

戦略２ 好奇心を刺激し幅広い知識を修得する多彩な教育プログラムの提供 

戦略３ 世代や国籍の違いを超えて協働できる能力を育成する学びや環境の提供 

 

＜研究＞ 

基礎から応用まで独自かつ世界水準の研究を展開する大学 

戦略１ 多彩な基礎研究と社会と協創する応用研究の推進 

戦略２ 東京都が設置する大学ならではの都市文化の発展に資する研究の推進 

戦略３ 研究力強化と研究者育成のための総合的な体制強化 

 

＜社会貢献＞ 

学びや交流の場を広く提供し、地域と社会の活性化に貢献する大学 

戦略１ 学びたいすべての人への学習機会の提供 

戦略２ 産学公連携のさらなる推進による地域と社会への貢献 

戦略３ 地域や都民へのキャンパスの開放 

 

＜大学運営＞ 

多様性を尊重し、個と組織の能力が最大限に発揮される大学 

戦略１ 多様な人材が学び合い、協働するキャンパスの実現 

戦略２ 優れた教員が集い、最大限のパフォーマンスを発揮できる環境の整備 

戦略３ 大学機能の高度化を支える職員の育成と活躍の促進 

戦略４ 組織の活力を最大限に引き出すマネジメントの確立 

戦略５ 学生・卒業生・教職員が一体となるコミュニケーションの推進 
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＜教育＞ 

高度かつ多彩な教育プログラムにより「本物の考える力」を育成する大学 

卓越した研究者による高度な専門教育と総合大学の特長を活かした多彩な教育プログラムに

よって、「本物の考える力」と、誰とでも協働できる能力を身に付け、将来の社会環境・自然環

境の変化に対して創造的な貢献ができる人材を育成します。 

 

戦略１ 「本物の考える力」を育成するための高度かつきめ細かい教育の推進 

（１）能動的学習、授業外学習のさらなる活用 

高度な専門的知識を理解するだけでなく、自分の持つ知識と関連づけて統合し、それを基に自

身の考えを論理的に展開できる「本物の考える力」を育成するために、すべての授業において、

授業外学習を効率的に活用しながら能動的に学習する時間を組み込む授業設計を進化させます。 

 

（２）卓越した研究者による高度かつ熱心な少人数教育 

学生１人あたりの教員数が多いという強みを活かし、卓越した研究者でもある教員が、１人ひ

とりの学生に真剣に向き合う教育を実践します。特に、ゼミ・研究室では各学生に対して熱心

に指導・助言を行い、充実感のある学びを実現します。 

 

（３）１人ひとりの学生を支える支援体制の充実 

各授業で指導補助を行うティーチング・アシスタント2はもとより、授業外での幅広い学習相談、

学生相談、キャリアサポート等を充実させ、１人ひとりの学生を支えるきめ細かい支援を行い

ます。 

 

 

戦略２ 好奇心を刺激し幅広い知識を修得する多彩な教育プログラムの提供 

（１）在学中に２つの専門を学ぶ副専攻や分野横断プログラムの拡充 

自分の専門と全く異なるもう１つの専門分野を学ぶ副専攻プログラムや、複数の専門分野から

問題解決を行う分野横断プログラムを拡充することによって、専門分野以外でも学生が学びた

い分野を体系的に学修できる環境を提供します。 

 

（２）総合大学の特長を活かした幅広い教養を身に付けるためのプログラムの創出 

多彩な専門分野を持つ教員で構成される総合大学の特長を活かし、文系の学生には STEM3科目、

理系の学生には人文・社会科学科目を課す等、幅広い分野を学修できる全学共通教育プログラ

ムを創出します。 

  

                                                   
2優秀な大学院生に対し、教育的配慮の下に、学部学生などに対するチュータリング（助言）や実験、実習、演習など

の教育補助業務を行わせ、大学院生への教育トレーニングの機会提供を図るとともに、これに対する手当の支給によ

り、大学院生の処遇の改善の一助とすることを目的とした制度 
3 科学(Science)・技術(Technology)・工学(Engineering)・数学(Mathematics)分野 
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（３）学部高学年、大学院における高度教養教育の展開 

人間的に成長するためには、入学時だけでなく、学部４年間、大学院を通した教養教育が重要

となるため、学部高学年以降も専門教育科目だけでなく、総合ゼミナールや大学院共通キャリ

ア教育科目等、学生の成長に応じて、それぞれの課程で学修すべき高度教養教育を提供します。 

 

 

戦略３ 世代や国籍の違いを超えて協働できる能力を育成する学びや環境の提供 

（１）日本人学生と留学生が互いに高め合う仕組みの構築 

英語による専門科目の開講を推進し、留学生に充実した教育を提供するとともに、留学生と日

本人学生が共に学ぶ環境を整備します。また、授業だけでなく課外活動においても、多様な文

化的背景を持つ学生が触れ合う機会を充実させ、お互いが刺激し合い、高め合えるような仕組

みを構築します。 

 

（２）外国語で議論できる語学力を養うための学修環境の整備 

学生の志向に応じてより高度な英語の能力や複数の外国語を修得できるよう、多様な外国語教

育プログラムを整備するとともに、国際副専攻を拡大する等、各カリキュラムにおいて中長期

の留学をしやすくする仕組みを整備します。また、留学生に対しては日本語で議論でき、卒業

後においても日本でキャリアを伸ばしていけるよう、日本語教育体制を強化します。 

 

（３）社会とつながる多様な学修機会の提供 

自治体や企業等と連携して行う PBL 教育4や現場体験型インターンシップ5、ボランティア活動

等、正課内外にかかわらず、学生が大学生活の早い時期から社会との関わりを持つ機会を提供

し、世代や立場を超えて誰とでも協働できる能力を育成します。 

  

                                                   
4 Project Based Learning の略。身近に感じる具体的な事象から課題を学生が発見し、その課題を解決するために自

ら学習させ、課題を解決させる教育方法 
5 主に１・２ 年次を履修対象として開講しているキャリア教育科目。東京都庁及びその関係団体、都内の区や市、企

業等バラエティに富んだ実習（派遣）先が用意されている 
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＜研究＞ 

基礎から応用まで独自かつ世界水準の研究を展開する大学 
 

大学の基本的責務である人類の普遍的な知の資産の形成に貢献するために、基礎研究を多彩

に展開します。また、この成果を活かしながら社会と協創する応用研究を推進します。さらに、

東京都が設置する唯一の総合大学がなすべき貢献として、都市文化の発展に資する研究を推進

します。 

 

戦略１ 多彩な基礎研究と社会と協創する応用研究の推進 

（１）多彩な基礎研究の展開 

基礎研究を多彩に展開して、独創的な研究成果を東京から世界に発信することを本学の責務と

考え、総合大学としての多様性を活かして分野を超えた自由闊達な研究交流の場を設け、併せ

て長期的視野に立った挑戦的な課題に恐れずに立ち向かうことができる態勢を構築します。  

 

（２）学外のパートナーと緊密に連携した応用研究の推進 

基礎研究の成果を活かしつつ、東京都をはじめとする公的機関、企業等の学外のパートナーと

緊密に連携して応用研究を推進し、その成果を新たな基礎研究にも活かします。このために、

総合大学として、あらゆる研究分野で応用研究の意義を確認するとともに、学内シーズの発掘、

学外ニーズとのマッチング、学外のパートナーの獲得等を促進します。 

 

戦略２ 東京都が設置する大学ならではの都市文化の発展に資する研究の推進 

（１）都市に関する世界水準の研究の推進 

東京都が設置する唯一の総合大学という本学の立場を活かして、基礎的な課題から応用的な課

題に至るまでの都市に関する世界水準の研究を学際的に推進するとともに、大学院における都

市に関する専門家と研究者を育成する体制を構築します。 

 

（２）東京都等と連携した大都市課題の解決に資する研究の推進 

21 世紀の重要課題の１つである大都市問題の解決に資する研究をさらに推進するため、東京都

とその関連機関、都内地方公共団体、民間団体・企業、国内外の諸都市との連携を強化して、東

京をはじめとした諸都市をフィールドとした研究を進める態勢を強化します。 

 

戦略３ 研究力強化と研究者育成のための総合的な体制強化 

（１）国際性、学際性を備えた研究拠点の形成 

本学の研究を国内外で可視化するとともに、新しい学問領域を開拓するために、学内外の研究

者が結集する場として、国際性や学際性を備えた研究拠点を機動的に形成します。具体的には、

独自の高い研究力を備えた研究センターの設置、交流重点校制度6等も活用した国際共同研究プ

ロジェクトの組成、さらに萌芽的な研究グループの形成を行います。 

 

                                                   
6 本学の国際連携において、特に重要な相手先として今後重点的に交流の深化を図る大学等を交流重点校として指定

する制度 
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（２）大学院の充実を通じた研究者育成と研究力強化 

大学院の充実こそが研究者育成と研究力強化の要であることから、能力と意欲ある学生と若手

研究者を国内外から大学院に受け入れ、共に研究する体制を確立します。また、学部と大学院

の柔軟な連携、奨学金、学術情報基盤の整備、キャリア形成支援等の体系的な支援の仕組みを

構築し、併せて東京都等の高度人材育成のためのプロジェクトとの連携を図ります。 

 

（３）学内研究資源の適切な配分と学外研究資源の獲得力向上 

研究費、施設設備から支援人材、研究時間に至る学内研究資源を定常的に確保し、各研究者の

自主性に委ねる基本的な研究と、全学的戦略に基づいて推進する研究に、総合的かつ効率的に

配分するとともに、学外研究資源の獲得強化を進めます。このために、研究分野を考慮しなが

ら研究成果を公正に評価する仕組みの開発、若手研究者育成と透明性を意識した学内研究資源

の配分の仕組みの確立、支援人材を確保するための持続的な制度の構築、さらに学内はもとよ

り東京都関連機関をはじめとした学外との研究資源の共同利用を推進します。  
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＜社会貢献＞ 

学びや交流の場を広く提供し、地域と社会の活性化に貢献する大学 
 

本学が有する教育研究資源を活用し、キャンパスを学びや交流の場として広く開放するとと

もに、自治体や企業をはじめとする様々な機関・団体等と連携することで、地域と社会の活性

化に貢献し、都民の誇りとなる大学を目指します。 

 

戦略１ 学びたいすべての人への学習機会の提供 

（１）誰でも気軽に多種多様な分野の学問に触れることができる学習機会の提供 

総合大学の特長を活かした幅広い分野の教育研究成果と、東京が持つ豊富な資源を活かし、 オ

ープンユニバーシティ7や公開講座、OCW8、科目等履修生制度9等を通じて、多種多様な分野の

知識や技術をその専門分野の研究者から気軽に学ぶことができる機会を提供します。 

 

（２）社会人からシニアまでの深い学びを支えるリカレント教育10の充実 

人生 100 年時代を見据え、TMU プレミアム・カレッジ11等のシニア層に深い学びの場を提供す

るプログラムを充実させます。また、社会人に高度な専門知識や技術を修得できる場を提供す

るために、社会人が入学・修学しやすい制度を充実させます。 

 

（３）高大連携活動による高校生等への「真の学び」に対する意識の醸成 

都立高校をはじめとする高等学校等を対象とした教育支援や連携強化を図ることで、より多く

の高校生に大学ならではの深い学びや研究の魅力を伝えるとともに、高校時代の学習方法や主

体的な生活・活動の重要性を説き、「真の学び」に対する意識を醸成します。 

 

戦略２ 産学公連携のさらなる推進による地域と社会への貢献 

（１）本学の多様なリソースを活用した産業界・自治体等への貢献 

キャンパスごとの特長を踏まえ、本学の研究成果や研究機器等のリソースを活用し、産業振興

と社会的課題の解決に貢献します。特に日野キャンパスにおいては、先端企業等との連携によ

る多摩振興を含めた産業界への貢献、荒川キャンパスにおいては、自治体等との連携による超

高齢社会の課題解決に資する取組をさらに推進します。 

 

（２）首都東京が抱える社会的課題の解決への貢献 

首都東京が抱える都市課題をはじめとした様々な社会的課題の解決に向け、東京都の行政施策

をリードする斬新なアプローチや解決策を積極的に提案することで、本学の学術研究成果を地

域や社会に還元し、ひいては世界の都市課題解決につなげます。 

                                                   
7 生涯学習の拠点として、各種講座の提供等を実施する本学の組織 
8 Open Course Ware の略。大学等で正規に提供された講義とその関連情報のインターネット上での無償公開活動 
9 正規の学生と異なり、大学で開設されている授業科目のうち、必要な授業科目や興味関心のある授業科目だけを選

んで履修する学生 
10 社会人が職業上の新たな知識・技術を習得するために、また、日常生活において教養や人間性を高めるために必要

とする高度で専門的な教育を、生涯に渡り繰り返し学習すること 
11 生涯現役都市の実現に向けた「100 歳大学」の取組として、本学が 2019 年４月に開講を予定している、50 歳以上を

対象にした、「学び」と「新たな交流」の場（学校教育法に基づく履修証明プログラム） 
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（３）地域や NPO 等との連携による地域活性化への貢献 

各キャンパスの周辺地域や NPO 等と連携を促進するとともに、学生サークルやボランティア

センター12等の活動を通じた地域との交流を推進することで、地域の活性化に貢献します。 

 

戦略３ 地域や都民へのキャンパスの開放 

（１）大学施設の地域開放の推進 

大学の施設を近隣の学校行事等に広く開放するとともに、学園祭等の大学行事を通じ、多くの

都民が、キャンパスを訪れ、学生や教職員と触れ合える環境を創ります。 

 

（２）誰もが訪れたくなるキャンパスの実現 

都民が学問の楽しさに触れ、交流できる場を創出するために、本学の歴史や収集・保管してい

る貴重な資料等を展示し、特色ある教育研究成果等を分かりやすく公開するミュージアム等を

キャンパス内に設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
12 学生がボランティア活動をサポートするために、情報提供と相談支援、学内団体のサポート、プログラムの開発・

運営等を行う組織 



- 10 - 

＜大学運営＞ 

多様性を尊重し、個と組織の能力が最大限に発揮される大学 

多様な人材が学び合い、協働することで、新たな価値を創造するとともに、個の成長が組織の発

展を促し、組織の発展が個の成長を促す、創造と成長の場として発展し続ける大学を目指します。

そのために、多様性を尊重し、教職員が持てる力を十分に発揮できる環境を整えるとともに、限ら

れた資源の中で高い成果を挙げ続けるために、業務運営の革新、効果的な資源配分、学内コミュニ

ケーションの活発化等、組織の活力を最大限に引き出すマネジメントを確立します。 

戦略１ 多様な人材が学び合い、協働するキャンパスの実現 

（１）誰もが等しく尊重され、それぞれの能力を発揮し、自己を成長させる環境の整備 

ダイバーシティこそ大学の基本との考え方に立ち、国籍、文化、性別、年代、障がいの有無等に

かかわらず、学生・教職員の誰もが等しく尊重され、学び合い、協働し、その能力を発揮しなが

ら、自己を成長させることのできる環境を整備します。 

（２）男女共同参画の推進とライフ・ワーク・バランスの実現 

東京都が設置する唯一の総合大学として、男女共同参画社会の実現に向けて先導的役割を果た

すべく、女性研究者の裾野を拡大するとともに、女性教職員が持てる能力を存分に発揮し、キ

ャリア形成できる環境と、男女を問わずライフ・ワーク・バランスを実現できる環境を整えま

す。 

 

戦略２ 優れた教員が集い、最大限のパフォーマンスを発揮できる環境の整備 

（１）優れた人材を確保し、能力を最大限に引き出す戦略的な人事制度の構築 

国籍、性別、出身校等にかかわらず、能力と意欲のある多彩な人材を迎え入れるとともに、その

活躍を促すために、柔軟性、透明性、公平性の確保を基本に、テニュアトラック制度13やクロス

アポイントメント制度14を含めた、採用、育成、処遇、昇任等の戦略的な人事制度を整えます。 

（２）研究者のライフステージの各時点でのエフォート15の最適化 

それぞれの教員が自らの意欲と能力を活かし、研究者としてのライフステージの各時点におい

てそのエフォートを最適化できるように、学内での役割分担、研究に専念できる期間等を柔軟に

設定できる仕組みを整えます。 

 

戦略３ 大学機能の高度化を支える職員の育成と活躍の促進 

（１）高い課題解決能力を有し、変革を主導できる職員の育成 

職員の役割が一層重要性を増す中、高い専門性と広い視野を持ち、的確・迅速に業務を処理し、

主体的に課題を解決できる能力を開発することが必要であり、そのために、高度専門職の配置・

育成を含めた人事制度改革と人材育成システムの整備を進め、変革を主導できる職員を育成し

ます。 

                                                   
13 公正で透明性の高い選考により任期を付して採用した若手研究者が自立した研究者として経験を積み、雇用契約の

期間の定めのない教員としての身分取得にかかる審査を経て准教授へ昇任することができる制度 
14 研究者が２つ以上の機関と雇用契約を結び、一定の勤務割合の下で、それぞれの機関における業務に従事すること

を可能にする制度 
15 研究者の全仕事時間に対する教育・研究等のそれぞれの業務に必要とする時間の配分割合 
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（２）教職間の役割分担の最適化による業務効率化の推進 

意思決定の権限も含めて、教職間の役割分担を見直し、より効率的な業務運営ができるようにし

ます。また、教職員がそれぞれの強みを活かしつつ、組織的に取り組むことが必要な業務におい

ては、教職協働をさらに促進し、教育研究の高度化に対応できる体制を構築します。 

 

戦略４ 組織の活力を最大限に引き出すマネジメントの確立 

（１）組織を効果的に運営しうるマネジメント能力の養成 

組織の活力を最大限に引き出すためには、全学レベルはもとより、学部・研究科等の教員組織の

レベル、部・課等の職員組織のレベルで、組織を効果的に運営することが不可欠であるため、必

要なマネジメント能力の養成を、能力開発プログラムの整備を含めて計画的に進めます。 

 

（２）改善が持続する活力ある組織づくりと組織を超えた横断的な課題解決の推進 

業務運営の抜本的見直し、業務の標準化、ICT の高度利用、自発的な改善が持続する活力ある組

織づくりを進めるとともに、機動的・効果的に課題解決できるように、プロジェクトチームの積

極的な活用や部局間の連携強化を含め、組織を超えた横断的な取組を推進します。 

 

（３）教育研究の基盤を支える資金の獲得と活動成果の可視化を通した効果的な資源活用 

競争的資金、共同・受託研究、寄付金等多様な資金の獲得強化を進めるとともに、本学のすべて

の活動が、都の財政負担、学生納付金及びこれらの多様な資金によって支えられていることを常

に意識し、活動成果の可視化を進め、これを通して経営資源の適切かつ効果的な活用に努めます。 

 

戦略５ 学生・卒業生・教職員が一体となるコミュニケーションの推進 

（１）同窓会組織との連携強化による卒業生の交流の促進 

同窓会組織と連携し、大学が主催するイベントや行事に卒業生を積極的に招待し、研究成果や

学生の活躍等、大学の今の姿を直接伝えるとともに、卒業生同士の交流を通じ、お互いのつな

がりを一層強いものにします。 

 

（２）インナーブランディングの推進 

コミュニケーションマークの浸透等により、学生や教職員がより一体感を感じられるようにす

るとともに、学内広報誌の発行等により、本学の魅力や強みと学生や教職員の活動を積極的に

学生・卒業生・教職員に発信することで、インナーブランディングを推進します。 

 

（３）学内コミュニケーションの促進と風通しの良い組織文化の醸成 

正確な情報に基づく適切な意思決定のため、学内外の情報に対する感度を高めるとともに、トッ

プの方針を確実に共有しながら、大学運営に学生や教職員の意見を反映し、立場や組織を超えて

協働する風通しの良い組織文化を醸成します。 


